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《研究課題名》 滋賀県で行われている障がい者への自動車運転支援に関する実態調査 

－作業療法士へのアンケート調査から考える現状と課題－ 

  

《研究対象者》 西暦 2024 年 4 月 1 日より 2026 年 3 月 31 日までにご依頼対象機関に

入院、外来にて自動車運転に関する支援を受けられた患者さんが対象となります。 

 

研究協力のお願い  

佛教大学において上記研究課題名の研究を行います。この研究は、対象となる方の入

院もしくは外来で利用されていた病院や施設で既に保有している情報を用いて行う研

究であり、研究目的や研究方法は以下の通りです。情報の使用について、直接ご説明

して同意はいただかず、このお知らせをもって説明に代えさせていただきます。対象

となる方におかれましては、研究の主旨・方法をご理解いただきますようお願い申し

上げます。なお、本研究への試料・情報の提供を希望されない場合、あるいは、本研

究に関するご質問は下記 （７）の問い合わせ先へご連絡ください。  

 

（１）研究の概要について  

《研究課題名》 滋賀県で行われている障がい者への自動車運転支援に関する実態調査 

－作業療法士へのアンケート調査から考える現状と課題－ 

《研究期間》 承認日～2027 年 3 月 31 日  

《研究責任者》 佛教大学 保健医療技術学部 作業療法学科 奥野隆司  

 

（２）研究の意義、目的について  

《意義》脳血管疾患や脳外傷により運動障害や高次脳機能障害などの後遺症がある人

の中には、移動のために自動車運転が欠かせない人がいます。 

滋賀県では、医師や看護師、作業療法士か自動車教習所協会などなどが集う「滋賀県

自動車運転と医療に関する協議会」があり、病気や障がいをお持ちの方への自動車運

転に関する諸問題の検討や研修会の開催などを行っております。この活動に対して、
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滋賀県寿命推進課も支援を行っており、県内で標準化した支援が行える体制整備を目

的としています。障がい者の自動車運転再開支援については現状分析のもとに発展が

求められていますが、滋賀県内の医療機関や施設において行われている支援、評価及

び訓練の実態を調査した報告はいまだありません。 

 

《目的》滋賀県内の自動車運転支援に関わる作業療法士が所属している病院や施設へ

アンケート調査を行い、障がい者に対する自動車運転支援の現状を明らかにします。

その結果から課題を抽出し、滋賀県内で障がい者に対して共通した自動車運転再開プ

ログラムを構築し、他職種が連携して社会参加に向けた支援につなげていく事を目的

とします。 

 

（３）研究の方法について 

 《研究の内容》  

①滋賀県自動車運転と医療に関する協議会にて滋賀県の自動車運転に関する調査内容

を検討しアンケートを作成しました。調査内容は通常の診療で得られる医療データを

用いたものとしています。なお、個人が特定できる情報は含まれていません。 

アンケートにて聴取するデータ 

・基本情報（年齢、性別、既往歴、原因疾患） 

・心身の状態（麻痺、高次脳機能障害） 

・神経心理学的検査（MMSE、TMT、Rey 複雑図形、コース立方体テスト、FAB） 

・日常生活動作（FIM） 

・ドライビングシミュレーターの使用について 

・教習所との連携について 

・自動車運転について 

・傷病前の就労状況について 

 

②アンケート郵送先については滋賀県作業療法士会運転対策委員会の部員の所属して
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いる病院、施設（8 施設）、その他滋賀県内で自動車運転支援を実施している病院、

施設（事前に研究計画書にて説明し同意を得て協力を得られることを確認）とします。

アンケート、研究に関する説明書、同意書を郵送し、アンケート、同意書の返送をも

って同意を得たこととします。 

 

③アンケート結果の分析は、アンケート結果をそれぞれ集計して分析を行い、自動車

運転支援の傾向から課題を出していきます。（アンケート結果をご希望の方は下記に

記載している研究責任者の連絡先までご連絡ください。）なお、成果を公表する際に

は、関係者の連名として、内容を共有致します。 

 

《試料・情報の管理について責任を有する者》 

佛教大学 保健医療技術学部 作業療法学科  奥野隆司 

 

（４）個人情報の取扱いについて  

 得られた情報に関しては、佛教大学内の研究代表者の管理の下で厳重に保管致しま

す。得られた結果は、学会や論文にて公表しますが、必ずプライバシーを守り、個人

が特定できるような形での発表は行いません。論文発表 10 年経過後には、全てのデー

タを処分致します。 

 

 （５）研究成果の公表について  

 本研究の成果は学会発表、学術雑誌およびデータベースなどで公表します。公表の

際には個人が 特定されることはありません。 

 

 （６）研究計画書等の入手又は閲覧  

 本研究の対象となる方又はその代理人の方は、希望される場合には、他の研究対象

者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で本研究に関する研究計画

書等の資料を入手・閲覧することができます。ご希望の場合には、下記（７）の問い

合わせ先へご連絡ください。 
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 （７）本研究に関する問い合わせ先 

担当者氏名：奥野隆司 

住所：京都市中京区西ノ京東栂尾町 7 

電話：075-491-2141 (佛教大学 保健医療技術学部 作業療法学科) 

メールアドレス：t-okuno@bukkyo-u.ac.jp 


